
12 「明日の県立図書館」 

県民をはじめとする「お
客様」に対して、5つの
方策に留意して3つの活
動を行うことにより、2
つの約束を実現する 

12 「明日の県立図書館」 

三重県図書館体制づくり 

●県立図書館がすべての県域に等しくサービ
スを提供するためには、市町立図書館や学
校図書館との連携が不可欠 

●資料の貸出はもちろん、人材育成や資料保
存などの面で連携を進める 

●県立図書館が試行したサービスのノウハウ
を市町立図書館と共有→県域への水平展開 

●年度別アクションプログラム公表（4月） 

●進行管理会議（月1回） 

●図書館協議会（年４回） 

●フォーラムでの報告（年1回） 

 

12 「明日の県立図書館」 

マネジメント 

12 「明日の県立図書館」 

アクションプログラム 

フォーラムでの報告 

12 「明日の県立図書館」 

明日の県立図書館フォーラム2012 
「3.11から未来へ」 

→第一部において改
革実行計画の年度
報告を行った 

 

頼りにされる県立図書館へ 

 県内の図書館から 

→どの地域に住む県民も
充実した図書館サービ
スを受けられるように 

県外のお客様から 

→三重県の情報センター
として 

13 今後の取組 
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●横断検索の仕様をよりオープンなものに 

 →「国立国会図書館 外部提供インター
フェース仕様書」に合わせたい 

 

●市町立図書館システムとの連動 

 →相互貸借管理から容易に市町立図書館業
務システムの予約／貸出／返却処理を行
いたい 

情報のネットワーク 

13 今後の取組 

●MILAIで検索できる資料の拡大 

 ・県立学校図書館の蔵書等 

 

●検索での「本を探す愉しみ」を強化 

 →現在のシステムは、借りたい本がわかっ
ている人の利用を想定している 

  ・検索ルールの統一 

  ・キーワード検索導入 

 

情報のネットワーク 

13 今後の取組 

●物流ネットワークの拡大 

 →県立学校との連携を強化し、全県域サー
ビスの一層の充実を図る 

 

●保存計画の策定 

 →県内唯一の貴重な資料が失われないよう、
県内での資料保存計画の策定を検討する 

 

 

物流のネットワーク 

13 今後の取組 

人のネットワーク 

13 今後の取組 

●連携企画の実施 

 

●職員の相互派遣 

 の実施 

13 今後の取組 

協力体制 

●ネットワーク検討体制の拡大 

 →県市町立図書館、大学図書館の他、学校
図書館、公民館図書室、学識経験者など
も含めた検討体制を 

ありがとうございました。 

不明な点がございましたら、 

この後の質疑応答で聞いていただくか、 

お気軽に下記までご連絡ください。 

 
三重県立図書館 

 企画総務課 井戸本 

          電話：059-233-1182 
          電子メール：adjust@library.pref.mie.jp 
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